
第５・６学年 算数科学習指導案 

場所

指導者

５・６年教室   

岡田 大佑 

２ 単元の目標 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 

①必要な部分の長さを用いることで三角形，平

行四辺形，ひし形，台形の面積は計算によって

求めることができることを理解している。

②三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積を公

式を用いて求めることができる。

③三角形，平行四辺形の面積は，形によらず，平

行な２直線上にある面積を求め，同じになる

ことを理解している。

④三角形の底辺を一定にした時の高さと面積の

関係を理解している。

知識・技能 

①身の回りにあるものの形について，これまで

求積してきた基本的な図形と捉えたり，それ

らの図形に分割した形として捉えたりするこ

とで，およその面積や体積が求めることがで

きることを理解している。

②身の回りにある形について，その概形を捉え，

目的に応じて，適切な桁数の計算をし，およそ

の面積を求めることができる。

【第５学年】 

１ 単元名 

【第６学年】 

四角形と三角形の面積 

東京書籍５年下 

およそ面積と体積を求めよう 

東京書籍６年 

・平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積

の求め方を理解し，公式を用いて面積を求める

ことができる。（知識・技能）

・平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの構成

要素や性質に着目し，既習の面積の求め方を基

にして，図や式を用いて面積の求め方を考え，

表現している。（思考・判断・表現）

・平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積

を図や式などの数学的表現を用いて考えた過

程をふりかえり，多面的にとらえ検討してより

よいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよ

さに気づき学習したことを今後の生活や学習

に活用しようとしたりしている。（主体的に学

習に取り組む態度）

・身の回りにあるものの形について，その概形

をとらえることで，およその面積や体積を求

めることを理解し面積や体積を求めることが

できる。（知識・技能）

・図形を構成する要素などに着目し，身の回り

にあるものの形について，概形をとらえて，

およその面積や体積の求め方を筋道を立てて

考えている。（思考・判断・表現）

・既習の面積や体積の学習に基づき概則などを

用いて目的に応じて能率よく測定した過程を

ふりかえり，多面的にとらえ検討してよりよ

いものを求めて粘り強く考えたり，数学のよ

さに気づき学習したことを今後の生活や学習

に活用しようとしたりしている。（主体的に学

習に取り組む態度）



思考・判断・表現 

①三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の求

め方を，図形の性質に着目し，求積可能な図形

の面積の求め方を基に考えている。

②三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の求

め方を求積方法に帰着して考え，図形の性質

に着目し，図や式を基に筋道を立てて説明し

ている。

主体的に学習に取り組む態度 

①面積が求めることのできる図形に帰着して考

えると面積を求めることができるというよさ

に気付き，三角形，平行四辺形，台形，ひし形

の面積を求めようとしている。

②三角形や四角形など多角形についての簡単な

性質について考えたことをふりかえり，学習

したことを学習や生活に生かそうとしてい

る。

思考・判断・表現 

①身の回りにある図の面積や体積を測定する際

に，これまで学習してきた基本的な図形と対

応させ，筋道を立てて考えている。

主体的に学習に取り組む態度 

①身の回りにあるものの形についてその概形を

捉えることでおよその面積や体積を求めるこ

とができるというよさに気付いている。

②身の回りにある形について，その概形をとら

えて，およその面積を求めようとしている。

４ 基盤 

（１）児童について＜個人情報削除＞

本学級の第５学年の児童は１名である。本児

は，誰とでも分け隔てなく関わることができ，

どのような場でも自分の思いや考えを発表する

ことができる。複式学級であるが，通常学級の

第５学年は本児１名しか在籍していないため算

数科においては担任との１対１の授業を行って

いる。 

その中でも，自分の考えを必ずもち，意欲的

に学習に取り組んでいる。しかしながら，話し

合いの場面になると，同級生との交流ができな

い難しさがある。 

そのため，算数の学習では，６年生に対して

１時間の学びを説明する活動を取り入れるなど

自分の意見を広げて深めていくことが必要だと

考える。 

本学級の第６学年の児童は４名である。４名と

も素直で，前向きに学習に取り組むことができ

る。学習への理解力もあり，授業中や全校の前で

話す場でも，最後まで自分の考えを話すことがで

きる。 

算数の学習では，ホワイトボードに自分の考え

を書く際に，式だけでなく図なども使って分かり

やすく説明しようと姿が見られる。一方で，友だ

ちの意見に対して，簡単に賛同してしまい，学び

合いの場が深まらないことがある。「間違えた」

「分からない」などという言葉を話すことができ

ない児童がいるからこそ，困っていることを解決

するために発表の仕方を工夫するなどの支援が

必要だと考える。また，ガイドなど決まった学習

の流れの型があるとそれをきっちりそのまま進

めようとするまじめな一面もあるため，様々な流

れの型を取り入れながらリーダーがその時間に

あった進め方で進められるように支援をしてい

きたい。また，リーダーだけでなく，リーダーを

支えるフォロワーもしっかりと育てていきた

い。 



（２）教材について 

本単元で扱う除法は，学習指導要領には以下

のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

平面図形については，第４学年「面積のはか

り方と表し方」で長方形，正方形の面積の求め

方を学習している。また，第４学年「垂直，平

行と四角形」で平行四辺形や台形，ひし形の定

義，性質等も学習している。 

これらを基に，本単元では既習の求積方法に

帰着させて基本図形の面積を求めるにとどまら

ず，簡潔かつ的確に説明し，公式を導き，それ

を用いて図形の面積を求めることができる力を

育てる。 

また，思考過程においてどのように既習の図

形に帰着させているのかどんな過程で導き出さ

れたのかを筋道を立てて考えたり，表現したり

することができるようにしていきたい。 

本単元で扱うおよその面積と体積は，学習指導

要領には以下のように位置付けられている。 

 

 

面積の求め方については，第５学年四角形や三

角形などの基本的な図形について，第６学年で円

の面積について学習している。体積の求め方は，

第５学年で直方体，立方体について，第６学年で

角柱や円柱について学習している。また，容積に

ついては第５学年の体積の学習の中で扱ってい

る。 

本単元は，身の回りのものの概形をとらえ，概

則などを用いて目的に応じておよその面積や体

積の求め方を考えていく。身の回りのものは，三

角形や四角形，直方体などのようにきちんとした

基本図形になっていないものが多いので，基本図

形の面積や体積の公式をそのまま適用して面積

や体積を求めることができない。また，円のよう

な曲線で囲まれた図形の面積を求める際に経験

した「方眼を数える」という求め方は，かなり正

確な面積を求めることができるが手間がかかる。

そこで，およその面積や体積を求めるときには，

身の回りのものの概形をとらえ，概則などを用い

て目的に応じておよその面積や体積の求め方を

考えていく。この学習を通して身の回りのものの

形をこれまで学習してきた図形を構成する要素

や性質に着目して概形ととらえることで、筋道を

立てて考え，多様な図形の見方ができるようにし

たい。 

第６学年 Ｂ図形 
（２） 身の回りにある形の概形やおよその面積などに

関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付
けることができるように指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア） 身の回りにある形について，その概形を捉え，

およその面積などを求めること。
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付ける

こと。 
（ア） 図形を構成する要素などに着目し，筋道を立

てて面積などの求め方を考え，それを日常生活
に生かすこと。

第５学年 Ｂ図形 
（３） 平面図形に関わる数学的活動を通して，次の事
項を身に付けることができるように指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア） 三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の

計算による求め方について理解すること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付ける
こと。
（イ） 図形を構成する要素などに着目して，基本図

形の面積の求め方を見いだすとともに，その表現をふり
かえり，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導くこ
と。



（３）研究主題との関わり 

＜研究内容１＞ 複式学級の特性を生かした指導方法の工夫や学習環境づくり 

具体的な取組① ガイド学習の推進 

  学習リーダーは，学習ガイドを基に，全体の流れを確認しながら学習を進めていく。年度当初は，

６年生は単複を繰り返す学年のため，台本形式で作成した学習ガイドを学習の流れに沿って思い出し

ながら始めた。学習リーダーは少しずつ役割を思い出し，徐々にスムーズに学習を進めることができ

るようになってきた。しかし，機械的に指名しながら進めることが多くなってしまいがちになり，考

えを深める学び合いの場面では，互いに意見を発表するだけに留まってしまうことが多い。また，分

からない児童や途中までしか解くことができずにいる児童がいるにもかかわらず，その意見をあまり

引き出すことができず授業が流れていくことが多くあった。ガイドや本時の流れに様々な選択肢を加

えながら学習リーダーによるガイド学習の推進を図るだけでなく，学習を進めるリーダーを支えるフ

ォロワーシップも意識して指導にあたることが必要であると考える。 

一方で，５年生児童は１名しか在籍していない。担任と１対１のやり取りで授業が進んでしまうた

めガイド学習や話し合いにおいて意見を深める機会が少ない。そこで６年生に対して１時間の学びを

説明する活動を取り入れることで，必要感をもって自分の考えを広げ，深める場面を設定することが

できると考える。 

具体的な取組② 主体的に学び合う環境づくり 

  発表で使用するホワイトボードを一人一枚用意する。ホワイトボードには，式だけでなく図や表な

ども加えて書くようにしている。それを活用して発表することで，具体的な説明ができると考えてい

る。本時でもホワイトボードを活用した学び合いの場面を設定している。また，学び合いの時間を確

保するため，ＩＣＴも効果的に活用していきたい。黒板の前でホワイトボードに書いたことを基に説

明したり，テレビ画面に拡大して映して説明に使ったりすることで，発表する児童は相手意識をもっ

て伝えられるだけでなく，聞く児童は聴覚と視覚から情報を得られるようにすることで学び合うため

の環境ができるのではないかと考える。また，友だちの意見を説明することでより主体的に学ぶこと

ができるのではないかと考える。 

＜研究内容２＞ 数学的な見方・考え方を働かせるための手立ての工夫 

具体的な取組① 既習事項との関連 

  これまでの学習の足跡を教室の壁面に掲示して残している。児童が学習したことを基に考える時の

ヒントとさせたい。また，前学年の内容も掲示してあることで既習事項の確認にも活用でき，授業の

中で，既習事項と関連させたりして考えることができるのではないかと考えている。また，本時の学

習課題を示した時には，これまでに学習した問題との違いに着目し，既習事項を意識した導入をして

いきたい。 

具体的な取組② 図や言葉を用いて説明する 

  本単元では，５・６年生ともに図形を扱う。本時では，同様の図形を扱う。５年生は，初めて台

形の面積を求めることになるが，前時までと同様に，図形の性質に着目し，既習事項を用いて自分

で図形の補助線をかいたうえで，その計算の仕方を説明していた。今回の学習においても，図形に

同じ形を加えたり，半分に分けて変形させたりすると，今まで学習した形にすることで説明がしや

すくなったり，考えをまとめたりすることができることを感じさせたい。６年生も同様に継続して

概形の図をかいて，それを基に説明する機会を繰り返し指導することで，学習内容を理解できるよ

うにしたい。 



５ 指導と評価の計画 

６本時の学習 

（１）本時の評価基準 

十分満足できると判断される児童の具体例 

台形の性質に着目し，台形の面積の求め方を平

行四辺形や三角形の求積方法に帰着して求める

ことを理解し，説明することができる。 

十分満足できると判断される児童の具体例 

概形の図形の線からはみ出すところとへこんで

いるところが同じになるように線を引き，既習

の概形を作りおよその面積を求めることで，正

確な面積の数値に近くことを理解している。 

ねらい・学習活動 
評価 

規準 

１ 

・求積方法が既習の図形を想起し，平行
四辺形の面積の求め方を既習の図形に
帰着して考える。 

知①

思①

主① 

２ 

・平行四辺形の公式を考える。
・平行四辺形の「底辺」と「高さ」の意
味を知る。

知② 

思② 

３ 

・高さが平行四辺形の外にある場合で
も，平行四辺形の面積の公式を用いる
ことができることを理解する。
・どんな平行四辺形でも，底辺と高さが
等しければ，面積は等しくなることを
理解する。

知① 

③ 

思① 

４ 

・求積方法が既習の図形を想起し，三角
形の面積の求め方を既習の図形に帰着
して考える。 

知① 

思① 

主① 

５ 

・三角形の性質に着目し,面積を求める
公式を考え，説明することができる。 

知② 

思② 

６ 

・高さが三角形の外にある場合でも，
三角形の面積の公式を用いることがで
きることを理解する。
・どんな三角形でも，底辺と高さが等し
ければ，面積は等しくなることを理解
する。

知① 

③ 

思① 

７ 
本
時 

・台形の性質に着目し，面積の求め方を
考え，説明することができる。 

知① 

思① 

主① 

８ 
・台形の性質に着目し,面積を求める公
式を考え，説明することができる。 知③ 

９ 

・ひし形の性質に着目し,面積を求め
る公式を考え，説明することができ
る。
・ひし形の面積を求める公式を活用し
て面積を求めることができる。

知② 

思② 

主② 

１
０ 

・三角形の底辺の長さを一定にした時
の三角形の高さと面積の関係を理解す
る。

知④ 

１
１ 

・学習内容の習熟・定着を確認し，数
学的な見方考え方をふりかえる。

主② 

ねらい・学習活動 
評価 

規準 

１ 

・身の回りにあるものの形について，
その概形を捉えることで面積を求めら
れることを理解する。

知① 

主① 

２ 
本

時 

・身の回りにあるものの形について，
その概形を捉えることで面積を求めら
れることを理解する。

知② 

思① 

主② 

３ 

・身の回りにあるものの形について，
その概形を捉えることで容積や体積を
求められることを理解する。

知① 

思① 

４ 

・学習内容を生かして問題を解決す
る。 知① 

５ 
・学習内容の習熟・定着を確認し，数
学的な見方考え方をふりかえる。 知① 



おおむね満足できると判断される児童の具体例 

台形の面積の求め方を平行四辺形や三角形の求

積方法に帰着して求め，図や式を用いて説明し

ている。 

努力を要する状況への手立て 

平行四辺形や三角形の面積を求めた方法をふり

かえりながら，台形を切って移動させたり，合同

な台形を組み合わせたりするとどのような図形

になるか捉えさせる。 

おおむね満足できると判断される児童の具体例 

身の回りにあるものの形について，その概形を

とらえることで既習の求積方法に帰着すること

で面積を求めることができることを理解し，求

めている。 

努力を要する状況への手立て 

・既習の求積方法を確認して，概形がどの形に

近いか捉えさせる。 

・求積方法を確認しながら問題に取り組ませる。 

（２）研究の視点 

・本時の授業においてガイドや学習者を支援するために，ずらしの指導展開ではなく，同時間接指導

の授業形態をとったことは，それぞれの学年が本時の学習の学年間のつながりを意識したり，見通

しをもって学習に取り組んだりするために有効であったか。

・児童が，数学的な見方・考え方を働かせるために，既習事項を教室の壁面に掲示したり，ホワイト

ボードで考えを整理したりしたことは有効だったか。また，本時で扱う図形の概形を確認するため

に既習の図形を重ね合わせことは，自分の考えを整理したり説明したり，友達の考えを理解したり

するために有効であったか。

※（３）本時のめあて（４）展開 ⇒別紙２参照 


